	                                                                                      南病棟　チームカンファレンス記録
	院　長
	課　長
	主　任

	

	
	
	
	
	

	平成　１７年　１１月　　２8日　（月）


	
	
	
	


               司会者　中野　円香　　　記録者　小泉　彰
	松沢
	小向
	西山
	木村
	杉澤
	中野
	小泉
	清川
	小笠原
	玉木
	高森
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	公休
	深夜
	○
	○
	○
	CD留守
	公休
	年休
	○
	公休

	石橋
	山本
	浦田
	三本木
	森崎
	日向端
	荒木田
	及川
	山地
	沼端
	　鈴木
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	公休
	深夜
	CD留守
	○
	A留守
	CD留守
	深夜
	準夜

	　仲村
	神代
	漆舘
	上口
	佐々木
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	○
	欠勤
	準夜
	学校
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<連絡事項>

· 201号室のカーテンレールなおりました。

· 橋本　万様　　排便困難あり、シンラック液一本処方となっています。

＜千葉　良Ｄｒ　ケースカンファレンス＞

· 奥利　うめ様　右手の回復が良く、かなり動くようになってきているので、引き続きリ　　　

ハビリを続けてください。現在、右手でスプーンを持ちそのスプーンを持ち上げられるようになっています。あと、10ｃｍ上がるようになると口まで持っていけると思います。

· 五十嵐　タイ様　気分高揚気味です。明日、安ヶ平先生に状態報告して下さい。

· 大久保　まつゑ様　ご家族（長男夫婦）が、家に連れて行ってみたいと話されていたそ　　　

うです。

　　　　　　　　　　　入院当初に比べ、言葉を発する様になったり睡眠も取れる様になったりと穏やかになってきていますが、食事に関し、摂取状態や嚥下状態の問題等もあるので、ご家族と面談してみたいと考えています。その旨をご家族へ伝えて下さい。

　　　　　　　　　　　

＜排泄ケア検討＞

· 長坂　才次郎様　夜間の尿漏れが多い。

　　　　　　　　　　現在使用しているオムツのサイズが合わないのではないか？

　　　　　　　　　　○現在使用している尿取りテーナミニスーパーは厚さがあり上手く陰部に巻けない為、ずれている事がある。又、現在使用しているＭサイズのオムツは大きすぎフイットせずに脇から漏れるのではないか。

　　　　　　　　　　→尿とりパットを厚手のテーナミニスーパーから薄手のイワツキの尿とりパットへ、オムツをＭサイズからＳサイズにして経過をみることにします。

・長根　實様　　　夜間の尿漏れが多くなってきている。

　　　　　　　　　歩行可能で日中はトイレでも排泄できる為トレーニングパンツを使用し

ており、夜間もトレーニングパンツで対応してきたが、脇からの尿漏れ

が多く衣類・寝具の汚染が多い事から夜間はカバー方のオムツ＋尿とりを使用してみることになりました。

オムツ変更後、継続するか再検討するかの目安となるので、失禁時の状態や経過をきちんと記載してください。

＜褥瘡の評価検討＞

· 長坂　才次郎様　右腸骨・仙骨部の褥瘡は表皮形成してきており乾燥しています。

　　　　　　　　　　左臀部はまだ表皮形成していません。ご家族が座布団を持ってきていますので車椅子使用時に使ってください。

・奥利　うめ様　　　仙骨部・臀部表皮形成され乾燥してきています。

・橋本　万様　　　　仙骨部表皮形成ありますが白く厚い表皮です。

・永洞　恭子様　　　左下腿の褥瘡周囲発赤見られています。ガーゼが当たっていた部分

　　　　　　　　　　なのでガーゼによる圧迫も考えられます。浸出液も殆どなくなってきているのでラップで処置をしていく事とします。

＜インフルエンザキットの使用方法＞

　　　　検査時の必要物品　判定プレート　綿棒　試験管チューブ　

ろ過フィルターつきキャップ　検体抽出液

　　　　　　　　　手順　・咽頭または鼻腔ぬぐい液で検査（鼻腔ぬぐい液の方が望ましい）

　　　　　　　　　　　　・鼻の奥の粘膜を綿棒でぬぐいとる。

　　　　　　　　　　　　・試験管の2本線の上まで検体抽出液をいれる。

　　　　　　　　　　　　・検体抽出液の入った試験管に綿棒を入れ攪拌する。

　　　　　　　　　　　　・試験管にキャップをする。

　　　　　　　　　　　　・判定プレートの試料敵下部に試験管から3滴滴下する。

　　　　　　　　　　　　・15分後判定する。

　　　　　　　　　　　　・判定する場合は必ずＣのラインが出ていることを確認する。

　　　　　　　　　　　　・Ｃのラインが出ていなければ再検査をする。

　　　　　　　　　　　　　Ａラインが出ると　インフルエンザＡ陽性

　　　　　　　　　　　　　Ｂラインが出ると　インフルエンザＢ陽性

　　　　　　　　　　　　　Ｃラインのみの場合　陰性

